
令和３年度様式

事事  業業  報報  告告  書書  

１ 支 援 団 体 名 ＮＰＯ法人 アシストパルオオイタ 

２ 事 業 名 称 七瀬ダム湖周辺自然景観整備ボランティア活動 

３ 実 施 日 時 令和 3 年 5月 22 日～11 月 6 日まで 

４ 実 施 場 所 大分市野津原町下原 

５ 事業目的、内容 

  及 び そ の 効 果 

（事業実施状況・内容） 

ダム湖周辺美化活動を目的に展望台ののり面草刈り、畑地やフェンス沿い

の植栽活動実施 1７年目で延べ６０００人。地元 11 団体、企業法人 4、一

般県民迄子ども～80 代が幅広く参加。新型コロナウイルス感染禍で行政要

請により 4 月 7 日～7 月 31 日まで休業。5 月からの活動は人数制限を行う

とともに保健所指導による検温、体調聞き取り、行動記録、手指消毒剤、

マスク完備など徹底。看護師も付けて活動を実施。

5 月 22 日 植栽準備（フェンス沿い花壇の植栽、のり面草刈り）午前中 

5 月 29 日 夏の植栽（展望台のり面の草刈り 3 回と植栽花苗 380／野菜） 

9 月 1１日 展望台のり面と畑地の草刈り、畑地の整備） 

10 月 30 日 植栽準備（展望台周辺の冬花苗植栽、フェンス枯花の除去） 

11 月６日 秋の植栽（展望台周辺とフェンスの花苗 240 植栽とゴミ拾い） 

（事業実施効果） 

ダム完成まで紆余曲折の半世紀といわれている。当法人は後期の 1８年間

を地域団体、住民と共に関わり完成を見届けたことに意義がある。大きな 

建設工事には関われないが、日本の原風景を思わせる野津原の里山と共に 

新たにダム湖の存在がプラスされて今後の地域振興に繋がると確信する。 

６ 参 加 内 訳 

総人数 88 名 

（１）主催者参加 6 名 

（２）日本人参加（（１）を除く） 62 名 

（３）外国人参加（（１）を除く） 20 名 

７今 後 の 方 針 

2022 年度も継続、ダム周辺景観整備に地域住民と共に活動する。現在は第

一展望台周辺の整備(畑地とのり面、フェンス沿い、国道のゴミ拾い)年間

実施する。コロナ禍のため今年度から来年度に於いて参加人数を調整して 

50 人未満で実施予定。 

－ 60 －
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5 月 草刈り 5 月ダムフラワー大作戦 

9 月 花壇整備 10 月 草刈り 伐採 

11 月 ダムフラワー大作戦 11 月 集合写真 

－ 61 －




